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委員および一般からの意見 

① 委員からの流域委員会の審議に関するご意見、ご指摘（2002/4/24～2002/5/13） 

委員からのご意見、ご指摘はありませんでした 

 

② 一般からの流域委員会へのご意見、ご指摘（2002/4/24～2002/5/13） 

№ 
発言者 

所属等 

傍聴 

希望 

受
取
日 

内  容 

1 上野市長 

今岡睦之氏 

× 5/2 ｢木津川上流域の事業推進について｣のご提案が寄せられました。 

→別紙 1を参照ください。 

2 村田博史氏 × 5/4 -琵琶湖の水上バイクによる水質汚染疑惑について- 

・水上バイクを全て電気モーター製にすればよい。 

この琵琶湖水上バイク問題は、どちらもが、どこかで譲る部分がないと、解決

しないでしょう。まるで、ブラックバス公害のように。だから、両方に譲る部

分を作るのです。琵琶湖を守る側は、水質だけを守るようにして、騒音やマナ

ーの部分にはふれない。（モーターになったら、必然的に騒音も少なくなる） 

一方、金持ち道楽の水上バイクは、新車より電気モーターにして、現在のバイ

クも電気モーターに載せ変える。ここで、メーカーと県の協力と理解が必要。 

メーカーが電気モーターの水上バイクの開発とそれのみの販売及び、現在の

エンジン式を電気モーター式に載せ変えられるものを開発・販売する。そして、

県は罰則付きの条例を作る。水上バイクは、電気で動くもののみとする。そし

て、現在のエンジン式から電気式に載せ変える費用の半額を県及び迷惑だと言

ってる地域の住民・団体が負担する。これで、水質が悪くなるのを押さえられ

るし、メーカーも載せ変えするだけで、かなりの売り上げにつながり、経済効

果が生まれる。そもそも、水上バイクは趣味以外に使うことがないものだから、

生活する上で必要のない物。それに係る費用が増えたからと言って文句言う者

もいないし、文句言うぐらいなら、水上バイクを乗らなければ費用はかからな

い。いかがですか？ 

3 名張市 × 5/7 名張市の呼びかけにより、名張市の関係団体から淀川水系流域委員会への意

見・提案等が寄せられました。 

→別紙２を参照ください。 

4 名張市 × 5/13 名張市の呼びかけにより、名張市の関係団体から淀川水系流域委員会への意

見・提案等が寄せられました。 

→別紙３を参照ください。 

5 高橋利治氏 × 5/13 淀川河川敷公有地（右岸柱本地先）利用についてのご意見が寄せられました。 

→別紙４を参照ください。 
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高橋 利治氏 

淀川河川敷公有地（右岸柱本地先）利用について。 

広大な河川敷公有地については、本来、治水そして自然環境保護と又は有効利用、その

方法等いろいろの視点から議論の多いことと思うが、全国的に見ても例の多いパブリック

ゴルフ場としての利用など民間の活用を積極的に使って、大多数国民の福祉ニーズに応え

る意義を評価検討し対応したらよいと思う。私は地元住民の一高齢者として具に、日常の

状況を観察して居て、ここに次の諸点を強調して置きたい。 

一、淀川河川敷という公有地は広大で然も都市近郊に在る貴重な広い空間である。 

二、柱本地域に昔から居住する高齢者として、ここは子供のとき、みんなで思う存分遊

び、走り廻った懐しい自然一杯の広い広い場所であった。 

三、戦中は公認で当時の食糧不足を補うために一役買って芋畠として利用された。 

四、戦後、柱本出身で（元）通産大臣、経企庁長官などを歴任された高碕達之助氏（故

人）の推奨で乳牛の放牧場としても活用された。 

五、昭和三十年代に入り京阪ゴルフが進出することになり、乳牛の放牧と仲良く共存す

るまことに長閑な牧歌的風情のあるゴルフ場時代があった。 

六、その当時ゴルフ場進出は地元農村の女性雇用に繋がり、それ以来現在に於ても、こ

の地域居住者の雇用には常に意を用い、貢献している。その意味でも地域に密着し

た存在である。 

七、今や、ゴルフは健康的でスッカリ大衆化した国民的野外スポーツとして老若男女に

親しまれている。そして数あるゴルフ場の中でも京阪ゴルフは大阪近郊の中でも地

理的に近く極めて便利。多くの利用者に親近感をもって愛されていると云えよう。 

八、比較するのは些か憚るが隣接する国営の鳥飼上、三島江両公園は野球、テニス、サ

ッカー、ラグビーなど主として運動公園としての機能を果たしており、市民の憩い

の場として整備され歓迎されているのであるが、土、日、休日でも年間を通じてそ

の利用は必ずしも高いとは云えない。まして週日は皆無に近い。それでも管理人の

常駐パトロールを必要としている。相当な公費負担に鑑み、利用促進に工夫を要す

るのではないか。 

九、それに比べ、京阪ゴルフ場は、昨今の平日休暇増加の影響もあってか、ウィークデ

ーでもゴルフを楽しむ人を数多く見る。更に一層利用者に喜んで貰えるゴルフ場を

モットーに早朝割引サービス（七時半まで入場者対象）を実施するなどプレーヤー

の側に立った制度を実施し、経営者始め従業員の早朝勤務を行って努力している。

またこれに依って、長期不況に依るゴルフ下振れ不振傾向の好転に役立てている。 

十、経営状況一般 

経営者は公有地利用の意義重要性を充分認識し、運営については、その筋からの指

導指示遵守に格段の留意を払いながら且、合理化、効率性も考慮した経営姿勢を貫

いていることが客観的に認められる。 
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かりそめにも最も大事な本流の流水汚染の誹りを受けないよう万全を期すること

は云うを俊たないところである。 

十一、ゴルフ場の整備状況 

概観的に極めて良好と云える。景観的にも良い。（立木など高さ制約の中で） 

経営トップの現場陣頭指揮もさることながらフェアウェイ、グリーン保守従業員の

熱意もその作業振から感じられる。常にコースの改善整備に注力しコンディション

は他のコースに優るとも劣らない。只コースが短いのが難点。これだけ広い面積を

まさに民間活力の利用によって維持管理されている一つの好例と見るべきではな

いだろうか。 

更に付け加えると、一例として右岸堤防の東側面（ゴルフ場の上北端三島江から下

南端鳥飼上付近まで）の雑草刈りなど年間数回ゴルフ場側が奉仕的に実行し、保全

に協力している。片方西側面は歳費で請負業者が実施している。 


